



















青少年の問題行動が平成 8年以降 (1996)以降、神戸連続児童殺傷事件(1999) 










A，B県下の高等学校第 3学年生徒 1，088名、欠損を除く 1，031名 (94.8%)
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第 1項 青少年の問題行動の現状と国の施策 (図 1- 1) (図 1- 2) 
青少年白書(2005)によれば前年に比べ、刑法犯少年は全国で約 13万 4，800







図 1- 1 刑法犯少年の検挙人員(平成 8年 (1995)'"'-'平成 16年 (2004)) 
「青少年白書J(2005) より作成
また強盗、殺人といった凶悪な問題行動で検挙された刑法犯少年も全国で約




























































け、分析を施している(表 1- 1 )。
-3・
表 1ー 1 rしてはいけなしリと回答した割合
1999年 1989年
犯罪行為等 一般群 非行群 一般群 非行群
恐喝 92.9 89.1 97.3 95.6 
シンナー吸引 89.5 87.9 94.8 95.6 
万引 89.0 85.0 97.1 96.7 
損壊 88.8 83.0 93.0 90.1 
無免許運転 84.8 77.7 91.0 89.0 
自転車盗 81.3 75.3 86.9 88.5 
家での喫煙 85.4 51.8 90.1 75.3 
怠学 59.4 44.1 86.2 73.1 
深夜俳佃 56.8 36.8 72.5 62.1 
家出 53.3 44.5 67.5 63.2 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 4章 「生命を尊ぶ心を育てる」教育の試みに関する研究(研究 2) 
第 1節 目 的
第 2節 方 法
第 3節 結 果
第 4節 考 察
第 5章事例研究(研究 3)
第 1節 目 的
第 2節 方 法
第 3節 結 果
第 4節 考 察
|第 6章 総合的考察と今後の課題
図 2- 1 本研究の構造図
£L 
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A、B県下の高等学校 5校のうち第 3学年生徒全データ 1，088名、欠損を
除く 1，031名 (94.8%) (男子 549名，女子 481名)を分析の対象とした。




















































































規範意識に関する 21の項目を施し、「とてもしてはならない (7点)J rかな
りしてはならない (6点)J rすこししてはならない (5点)J rどちらともいえ





1 )高校生から見た父親の態度と規範意識について (図 3- 1) (図 3- 2) 
父親の態度別の割合および規範意識得点は「非常にそう思う J221名(21.3%)
「ややそう思う J383名 (37.1%)、「あまりそう思わないJ275名 (26.9弘)、
「まったくそう思わないJ114名 (11.2%) であった。
父親の態度と規範意識得点を要因とする一元配置の分散分析の結果、有意差
があった。 (F(4，1026)=12.571， p < .001) 
また多重比較の結果、「非常にそう思う」は「あまりそう思わないJrまった
くそう思わない」に対して有意に高かった。






















2 )高校生から見た母親の態度と規範意識について (図 3- 3) (図 3-4) 
母親の態度別の割合および規範意識得点は「非常にそう思う J316名 (30.7%)
.16・




があった。 F値が 7.854で、有意確率が.001なので 5%の危険率で帰無仮説を
棄却する。 (F(4，1026) =7.854，p<.00l) 
また多重比較の結果、「非常にそう思う j は「ややそう思う Jrあまりそう思
わないJrまったくそう思わなしリに対して有意に高かった。







































4 )高校生から見た教師の態度と規範意識について (図 3- 7) (図 3- 8) 
教師の態度別の割合および規範意識得点は「非常にそう思うJ165名(16.0%)、
「ややそう思う J271名 (26.3%)、「どちらとも言えないJ271名 (26.3%)、
「あまりそう 思わないJ209名 (20.3%)、「まったくそう思わないJ99名 (9.6%) 
であった。
教師の態度と規範意識得点を要因とする一元配置の分散分析の結果、有意差
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図 3_: 8 高校生から見た教師の態度の傾向と規範意識得点の比較
5 )性別と規範意識について (図 3- 9) 
被験者の男女別割合および規範意識得点は男子 549名 (53.2%)平均得点
122.7点、女子 481名 (46.8%)平均得点 124.6点であった。また男女別割合
と規範意識得点を要因とする t検定の結果、項目聞において有意差があった。








6 )進路希望別と規範意識について (図 3-10)
被験者の進路志望別の割合および規範意識得点は「大学の理科系学部に進学
する J242名 (23.5%)平均得点 123.7点、 「大学の文科系学部に進学するJ
316名 (30.7%)平均得点 124.9点、「短期大学に進学する J54名 (5.2%)
平均得点 126.9点、「専門学校 ・各種学校に進学する J192名 (18.6%)平均得
点 124.9点、「就職する J126名 (12.2%)平均得点 120.6点、「これからの成
績次第で決める J30名 (2.9%)平均得点 117.0点、「まだ決めていないJ54 
名 (5.2%)平均得点 119.4点、「その他J17名(1.7%)平均得点 119.5点で
あった。また進路志望別と規範意識得点を要因とする一元配置の分散分析の結
果、有意差があった。しかし、多重比較の結果では有意差はなかった。
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図 3-10 進路希望別と規範意識得点、の比較
7 )同居人別と規範意識について (図 3-11) 
被験者の同居人別の割合および規範意識得点は「祖父母両方いないJ545名
(52.9% )平均得点 122.7点、「祖父母では祖父だけいる J29名 (2.8%)平均
得点 122.6点、「祖父母では祖母だけいる J171名 (16.6%)平均得点 123.8点、
「祖父母両方いる J192名 (18.6%)平均得点 122.0点、「友人(寮生活)J94 
名 (9.1%)平均得点 131.7点であっ た。
同居人別と規範意識得点を要因とする一元配置の分散分析の結果、有意差が
あった。 (F (4，1026) =6.208，p<. 001) 
また多重比較の結果、「友人(寮生活)Jは「核家族Jr祖母だけいる Jr祖父・
祖母両方いる」に対して有意に高かった。

















図 3ー 11 同居人別と規範意識得点の比較について
8 )家庭適応感と規範意識について (図 3-12) 
家庭適応感別の割合および規範意識得点は「とても楽しいJ153名 (14.8%) 
平均得点 126.6点、「わりと楽しいJ346名 (33.6%)平均得点 121.4点、「ど
ちらとも言えないJ333名 (32.2%) 平均得点 125.5点、「あまり楽しくないJ
151名 (14.6%)平均得点 124.6点、「まったく楽しくないJ48名 (4.7%)平
均得点 113.5点であった。
家庭適応感別と規範意識得点を要因とする一元配置の分散分析の結果、有意
差があった。 (F (4，1026) = 8.042，p <. 001) 
また多重比較の結果、「とても楽しい」は「まったく楽しくなしリに対して，
「わりと楽しい」は「まったく楽しくなしリに対して， rどちらとも言えないJ
は「まったく楽しくなしリに対して， rあまり楽しくなしリは 「ま ったく楽しく
なしリに対して有意に高かった。
(t( -4.393)，p < .001)(t(ー 2.793)，p < .0 l)(t( -4.254)，p < .001) 
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図 3-12 家庭適応感と規範意識得点の比較
9 )家庭内の役割の有無と規範意識について (図 3-13) 
家庭内役割の有無の割合と規範意識得点は「持っているJ519名 (50.3%) 
平均得点 126.43点、「持っていないJ512名 (49.7%) 平均得点 12.70点であ
った。
また家庭内の役割の有無と規範意識得点を要因とする t検定の結果、両項目









10) 家庭内の働き手別と規範意識について (図 3-14) 
被験者の家庭内の働き手別の割合と規範意識得点は「共働きである J776名
(75.3%)平均得点 124.0点、「父親だけが働いている J154名 (14.9%)平均









共働き 父親だけ働〈 母貌だけ働〈 その他
図 3-14 家庭内の働き手別と規範意識得点の比較
11) アイデンテイテイと規範意識について(図 3-15) (図 3-16) 
「何かを決めるとき自分らしさを持って迷わず決定する方であるJ という例
題の被験者のアイデンテイテイ(自我確立)形成深度別割合と規範意識得点は「あ
てはまる J82名 (8.0%)平均得点 126.0点、「ややあてはまる J286名 (27.7%)
平均得点 123.3点、「ややあてはまらないJ454名 (44.0%)平均得点 124.6点、
「まったくあてはまらないJ209名 (20.3%) 平均得点 120.3点であった。
アイデンテイテイ(自我確立)と規範意識得点を要因とする一元配置の分散分
析の結果、有意差があった。 (F (3，1027) = 3.100， p <. 05) 
また多重比較の結果、「ややあてはまらないJは「あてはまらなしリに対して




「ややあてはまる J379名 (36.8%)平均得点 125.1点、「ややあてはまらないj
. 27・
321名 (31.1%)平均得点 120.5点、「まったくあてはまらないJ133名 (12.9%) 
平均得点 117.9点であった。
アイデンテイテイ(社会性確立)と規範意識得点を要因とする一元配置分散分















(t(2.899)，p < .0 l)(t(5. 787)，p < .00 1)(t(5.000)，p < .001) 













あてはまる ややあてはまる ややあてはまらない あてはまらない
図 3-16 アイデンテイテイ(社会性確立)と規範意識得点の比較
12) 困っているときの相談相手の人数と規範意識について (図 3-17) 
困っているときの相談相手人数別の割合および規範意識得点は川、ないJ138 
名 (13.4%)平均得点 117.9点、 r1人J69名 (6.7%) 平均得点 123.6点、 r2
'"'-'3人J548名 (53.2%) 平均得点 124.0点、 r4人以上J276名 (26.8%)平
均得点 125.6点であった。
困っているときの相談相手の人数と規範意識得点を要因とする一元配置の分
散分析の結果、有意差があった。 (F (3，1027) =6.464， p<. 001) 
また多重比較の結果、 r4人以上」は「し、なし、」に対して， r 2 '"-' 3人」は九、





4人以よ 2人-3人 1人 0人
図 3-17 困っているときの相談相手人数と規範意識得点の比較
13)進路目標の明確さと規範意識について (図 3ー 18)
進路目標の明確さ別の割合と規範意識得点は「非常によくあてはまる J249 
名 (24.2%)平均得点 126.0点、「かなりあてはまる J263名 (25.5%)平均得
点 125.6点、「どちらとも言えないJ309名 (30.0%)平均得点 123.3点、「ほ
とんどあてはまらないJ127名 (12.3%)平均得点 119.8点 「まったくあては
まらないJ83名 (8.1%) 平均得点 116.9点であった。
進路目標の明確さ別と規範意識得点を要因とする一元配置の分散分析の結果
有意差があった。 (F (4，1026) = 7.115， p < .001) 
また多重比較の結果、「非常によくあてはまる」は「ほとんどあてはまらないJ
「まったくあてはまらなしリに対して有意に高かった。
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図 3-18 進路目標の明確さと規範意識得点の比較について
14) クラブやホームルーム活動の適応感 と規範意識について (図 3-19) 
クラブやホームルーム活動の適応別の割合と規範意識得点は「非常によくあ
てはまるJ203名 (19.7%)平均得点 128.5点、「かなりあてはまる J271名
(26.3%)平均得点 125.6点、「どちらとも言えないJ306名 (29.7%)平均得
点 123.9点、「ほとんどあてはまらないJ132名 (12.8%)平均得点 120.4点、
「まったくあてはまらないJ119名 (11.5%)平均得点 113.5点であった。
クラブやホームルーム活動の適応感別と規範意識得点を要因とする一元配置




( t(2.127) ，p <. 05) (t(3.484) ，p < .001) (t(4.488) ，p < .001) 
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はならないJ29名 (2.8%) 平均得点 111.3点、 「どちらとも言えないJ122名
(11.8%)平均得点 106.4点、「すこししてもかまわないJ13名(1.3%)平均
得点 107.4点、「かなりしてもかまわないJ9名 (0.1%)平均得点 113.0点、 「と
てもしてもかまわないJ28名 (2.7%) 平均得点 104.2点であった。
自己尊重態度別割合と規範意識得点を要因とする 一元配置の分散分析の結果、







(t(6.121) ，p< .001) (t(4.494) ，p< .001) (t(13.274) ，p< .001) 
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図 3-20 自己尊重態度別と規範意識得点の比較
16)他者尊重と規範意識について (図 3ー 21)
「人を傷つけるJ という例題の被験者の他者否定態度別の割合と規範意識得
点は「とてもしてはならないJ770名 (74.7%)平均得点 128.7点、「かなりし
てはならないJ120名 (11.6%) 平均得点 114.8点、「すこししてはならないJ
49名 (4.8%) 平均得点 110.6点、「どちらとも言えないJ77名 (7.5%) 平均









(t(10.550) ，p < .001) (t(8.317) ，p < .001) (t(16.546) ，p < .001) 




円 入 、 必・ .、 、 .、
ぷ‘ .~・ ，ρ . ~・ d・ ι 唱P もー
司y.waway m 川 川
ぺ?♂守、~. _'o""~ .'0" 
，ザ -~ ぺJ ず， -"寸チ ‘ι「噌 -九、ι「i ~ 噛 a皐ιJ ，、，，-守叫N








































































































A県内の私立高等学校第 3学年男子 15名、女子 16名の合計 31名を対象と
し、統制群として同高等学校第 3学年 63名を置いた。
調査時期は 2005年 6月 7日(火)から 6月 9日(木) 3日間である。
第 2項調査手続き
第 1日目は朝のショートホームルームで質問紙に回答(約 5分) (生き方尺
度)を求め、第 1回目の授業 (50分)を実施、翌日、第 2回目の授業 (50分)
を実施、 3日目に第 3回目の授業 (50分)を実施。その翌日の朝のショートホ
ームルームで質問紙に回答(1で実施したものと閉じもの) (約 5分)を実施
した。
1日目 2日目 3日目 4日目




















































図 4- 3 実施群の授業前と授業後における他者共存態度数値の推移












図 4-4 実施群の授業前と授業後における生き方尺度 3要素合計の推移
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本研究の授業に よるアイデンテイテイの向上を下山 (1992)が作成し たアイデン
テイテイ尺度により計測、また生命の誕生や死を考えた体験がある生徒は自尊感




A県内の私立高等学校第 3学年。特に第 2研 究に対する 3ヵ月後のフォロ ー
アップ調査の結果、生き方尺度が低位の生徒 1名を対象とし、統制群としては
同クラスの生徒 5名を置いた。




校校外補導員により実施) (50分)が終了後、質問紙に回答(約 10分) (研究












尊重態度)を使用し、 「し、つもあてはまる Jrしばしばあてはまる Jrときどきあ









本尺度は Rosemberg(1965) の自尊感情測定尺度の邦訳版(1982，山本 ら)
であり、自己の能力や価値についての評価的な感情や感覚である自尊感情を
「あてはまる Jrややあてはまる JrどちらともいえないJrややあてはまらな














被験者の数値は実施前 20.0点、 1時限目終了時 20.0点、 2時限目終了時 22.0
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図 5- 1 能動的実践的態度の被験者と統制群の比較
2 ) 授業実施による自他共存態度の推移 (図 5- 2) 




















3 ) 授業実施による他者尊重態度の推移 (図 5- 3) 
























4 ) 授業実施による生き方尺度 (3要素)の合計の推移 (図 5-4) 
統制群の数値は 63.4点から変化しなかったが、被験者の数値は実施前 47.0
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図 5-4 生き方尺度 (3要素)の合計の被験者と統制群の比較
5 ) 授業実施によるアイデンテイテイ尺度の推移 (図 5- 5) 
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6 ) 授業実施による自尊感情尺度の推移 (図 5- 6) 











図 5- 6 
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7 ) 授業実施による抑うつ度の推移 (図 5ー 7) 
統制群の数値は 18.0点から変化しなかったが、被験者の数値は実施前 10.0
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図 5- 7 抑うつ度の被験者と統制群の比較
8 ) 授業実施による不安度の推移 (図 5-8 ) 


































































































































本研究 2では高等学校第 3学年 31名を対象として現代社会の生命倫理の中


































1時限 目の授業により不安度の数値が低下し、以後回復。フォロ ーア ップ
調査では効果は持続していなかった。
8 ) 被験者生徒の授業実施後の感想から












度 抑うつ度、不安度の各数値から 、これで十分とまでいえ るような効果は表
出されなかった。
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資料No.1 研究2 教育指導案 教材観 ・生徒観 ・指導観
1. 日 時 2005年 6月8日(水)から 6月 10日(金) 連続3日間
第 1時限目 ビデオBorn to be lovedにより行った「生命の誕生と人工中絶J
第2時限目 航空機墜落を仮定した「愛する人たちへの遺言(メ ッセージ)J 
第3時限目 残された人たちの思いを中心とした「尼崎JR事故j


























































































資料No. 4 研究2 教育指導案 フローチャート 3
第3時限目
導入(5分)




























資料No. 5 研究3 教育指導案 教材観 ・生徒観 ・指導観
1.日時 2005年 9月28日(水)16時 10分から 18時00分
第 1時限目 自転車の交通安全 高等学校校外補導員により授業実施
第2時限目 自転車の交通安全 筆者により授業実施
2 指導学級 ・生徒 広島県内私立高等学校第3学年生徒 1名
3 教材名『生命を尊ぶ心を育てる』
4. 単元・教材について




































事故事例 1 今から約 10年前、広島市内で夕暮れ時、 50歳の警官が運転手する乗用車が
80歳の老女と接触、死亡させた事例
事故事例2 先日、三原市内において、学校から下校中の高等学校男子生徒が運転する自
転車が坂道を下る途中スピードがオーバーし 前方で動いていたトラ ック と衝突、怪我
をする。
事故事例 3 先日、 三原市内において、学校から下校中の男子生徒が、乗用車と正面衝突
を起こし、同じく怪我をする。































留意点 女子高校生 (18歳バスケットボールの選手)、無職の老人女性 (78歳)、アルコ











































資料No. 9 研究3 自転車が関与した裁判例 保険金の支払い事例
授業資料プリント
女自転車が信号待ちをしていた歩行者に激突
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1 2 3 
専門学校・各種学校に進学する 就職する これからの成績次第で決める






父 母 兄 宮市 弟 妹 祖父 祖母 | 
1 2 3 4 5 6 7 8 




とても楽しい |わりと楽しい |どちらとも言え|あまり楽しくな|まったく楽し くな
ない し、 し、








非常にそう ややそう思う あまりそう思 まったくそう
思う わない 思わない
(1)お父さんは私の友人関 1 2 3 4 
係を大体把握している
(2)お父さんは私が学校や
社会の決まりを守らない 1 2 3 4 
ときは厳しく注意する。
(3)お父さんは私のことを 1 2 3 4 
理解してくれている。
(4)お父さんは私の話をじ 1 2 3 4 
っくり聞いてくれる。





非常にそう ややそう思う あまりそう思 まったくそう
思う わない 思わない
(1)お母さんは私の友人関 1 2 3 4 
係を大体把握している
(2)お母さんは私が学校や
社会の決まりを守らない 1 2 3 4 
ときは厳しく注意する。
(3)お母さんは私のことを 1 2 3 4 
理解してくれている。
(4)お母さんは私の話をじ 1 2 3 4 
っくり聞いてくれる。









掃 除 洗 I翠 食事の準備や後片付け お風日の 用意や
風日掃除
1 2 3 4 
小さい子どもの世話 ベッ トや動物の世話 買い物 ごみ出し その他







共働きである |父親だけが働いている|母親だけが働いている | その他





(1)近所の人からほめられたり 1 2 
注意されたりする
(2)地域の行事に参加をする 1 2 




あては ま ら ややあては ゃああてはま あてはまる | 
ない まらない る
(1)何かを決めるとき、自 2 3 4 
分らしさを持って迷わ
ず決定する方である




よりよい社会の実現を 1 2 3 4 
めざして積極的に努力
したい。














まったくあては ほとんどあては どちらとも言え かなりあてはま 非常によくあて
まらない まらない ない る はまる
(1)私は勉強に積極的である l 2 3 4 5 
(2)私は性格的に明るい方であ 1 2 3 4 5 
る
(3)私は自分の進路のことを真 1 2 3 4 5 
貧IJに考えている
(4)私は学校で何でも相談でき 1 2 3 4 5 
る先生がいる
(5)私はあまり意識しなくても 1 2 3 4 5 
規則を守れる方だ
(6)私はクラブやホームルーム 1 2 3 4 5 
や学校行事などに積極的に
一生懸命取り組んでいる
(7)私は勉強の目標もって毎日 1 2 3 4 5 
コツコツと努力している
(8)私はユーモアのある人間で 1 2 3 4 5 
ある
(9)私の進路目標は明確である 1 2 3 4 5 
(10)私は学校の先生と話をす 1 2 3 4 5 
る機会を持とうとしている
(11)私は学校の規則をまじめ 1 2 3 4 5 
に守っている
(12)私はクラブやホームルー 1 2 3 4 5 
ムや行事に楽しさを感じる
(13)私は家庭学習を時間を決 1 2 3 4 5 
めてやっている
( 14)私は明るく楽しい友人関 1 2 3 4 5 
係を持っている
(15)私は将来なりたい職業を 1 2 3 4 5 
決めている
(16)私はまるで友達の様に親 1 2 3 4 5 
しみを感じる先生がこの学
校にいる
(17)私は規則を守らなければ 1 2 3 4 5 
ならないという自覚を持つ
ている
(18)私はホームルームや行事 1 2 3 4 5 
に積極的に自主的に参加し ， 
ている




まったくあては ほとんどあては どちらとも言え かなりあてはま 非常によくあて
まらない まらない ない る はまる
(20)私はある程度勉強ができ 1 2 3 4 5 
る方だ
(21)私は人あたりがよく、社 1 2 3 4 5 
交的な方である
(22)私は自分にあった進路を l 2 3 4 5 
考えている
(23)私は学校の先生と気軽に l 2 3 4 5 
話せる
(24)私は規則に対して不満が 1 2 3 4 5 
ない
(25)私は好きなクラブに所属 1 2 4 5 
し、その活動に充実感を
持っている
(26)私は授業をよく理解して 1 2 3 4 5 . 
いる
(27)私は多くの友人をこの学 1 2 3 4 5 
校に持っている
(28)私は自分の進路について 1 2 3 4 5 
本や資料等でよく調べる
(29) 私は学校の先生を信頼し l 2 3 4 5 
ている
(30) 私は学校の規則があるの 1 2 3 4 5 
はあたり前だと思う
(31) 私は学校やホームルーム 1 2 3 4 5 
や学校行事にはみんなと
協力してやっている
(32)私は勉強が楽しいと思う 1 2 3 4 5 
(33)私は悩みを聞いてくれた l 2 :ョ 4 5 
り、何でも話せる友人を
この学校で、持っている
."，.‘ (34) 私は自分の将来に希望を 1 2 3 4 5 
もっている
(35)私は先生によく質問する 1 2 3 4 5 
(36)私は学校の先生に対して 1 2 3 4 5 
素直である









とても かなり すこし 言えない すこし かなり とても
(1)学校(授業)をサボる 1 2 3 4 5 6 7 
(2)万引きをする 1 2 3 4 5 6 7 
(3)人の持ち物を無断で使う 1 2 3 4 5 6 7 
(4)親・祖父母に暴力をふるう 1 2 3 4 5 6 7 
(5)覚せい弗l等を使用する 1 2 3 4 5 6 7 
(6)場所をわきまえずタバコを 1 2 3 4 5 6 7 
吸う
(7)目上の人に対して敬絡で話 1 2 3 4 5 6 7 
さない
(8)親にウソをつく 1 2 3 4 5 6 7 
(9)友だちにウソをつく 1 2 3 4 5 6 7 
(10)先生に暴力をふるう 1 2 3 4 5 6 7 
(11)時聞を守らない 1 2 3 4 5 6 7 
(12)約束を破る 1 2 3 4 5 6 7 
(13)公共の乗り物や建物に落 1 2 3 4 5 6 7 
書きをする
(14)タバコや空き缶のポイ捨 1 2 3 4 5 6 7 
てをする
(15)授業中におしゃべりをす 1 2 3 4 5 6 7 
る
(16)信号を無視する 1 2 3 4 5 6 7 
(17)困っている人を助けない 1 2 3 4 5 6 7 
(18)お金を借りても返さない 1 2 3 4 5 6 7 
(19)順番を守らない 1 2 3 4 5 6 7 
(20) 自分の命を大切にしない 1 2 3 4 5 6 7 
(21)人を傷つける 1 2 3 4 5 6 7 
<自由記述欄>(学校のこと等、どの様なことでも結構です。自由に書いてくださし、)
最後にもう一度、記入もれがないかを確認してください。
アンケートにご協力ありがとうございました。
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